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京
都
・嘉
寺じ
へ鴇
Ｅ
許
殴
寺じ
）

な
い
。
平
安
時
代
中
期
の
瓦
が
大
量
に
出
土
し
、
こ
の
中
に
は
焼
け
歪
ん
だ
も

の
や
生
焼
け
の
瓦
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
に
お
け
る
瓦
窯
の
存
在

が
う
か
が
え
る
。
室
町
時
代
の
遺
構
と
し
て
は
、
東
西

・
南
北
に
掘
ら
れ
た
溝

（堀
）
を
多
数
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
溝
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
中
に
建
物

・

井
戸

。
室

。
土
坑
な
ど
を
多
数
確
認
し
て
い
る
。
建
物
の
中
に
は
仏
間
を
備
え

た
客
殿
風
に
復
元
で
き
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
遺
構
群
は
東
寺
の
子
院
の

可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
遺
構
と
し
て
は
、
建
物

・
井
戸

。
土

坑

・
池
状
遺
構
な
ど
多
数
を
検
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
調
査
区
の
ほ
ぼ
中
央
を

南
北
方
向
に
延
び
る
低
い
石
垣
と
、
そ
れ
に
直
交
し
て
西
側
へ
廷
び
る
溝
と
柵

列
に
よ
っ
て
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
の
状
況
は
東
寺
に
残
さ
れ
た
江
戸
時
代

中
期
の
絵
図

令
東
寺
院
家
図
診

と
よ
く

一
致
し
、
石
垣
の
東
側
が

「金
勝
院
」
、

北
西
が

「増
長
院
」
、
南
西
が
「宝
泉
院
」
と
い
う
子
院
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。

木
簡
は

「宝
泉
院
」
と
み
ら
れ
る
敷
地
の
池
状
遺
構
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

こ
の
池
状
遺
構
は

一
辺

一
五

・
Ｏ
ｍ
の
ほ
ぼ
正
方
形
を
呈
し
、
そ
の
形
状
か
ら

園
池
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は

一
七
世
紀
末
か
ら

一
人
世
紀
初
頭
に
埋

め
戻
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
埋
土
に
大
量
の
遺
物
が
含
ま
れ
て
い
た
。
木
簡
以
外

の
遺
物
と
し
て
は
、
土
師
器
、
瓦
器
、
施
釉
陶
器

全
爪
都
、
肥
前
、
瀬
戸
・
美
濃

産
）、
焼
締
陶
器

（常
滑
、
信
楽
、
丹
波
、
備
前
産
）、
磁
器

（肥
前
、
中
国
産
）
な

ど
の
上
器
類
の
ほ
か
、
瓦
類

（軒
丸
瓦
、
軒
平
瓦
）、
石
製
品

（砥
石
、
硯
）、
金

属
製
品

（火
箸
）
な
ど
多
彩
な
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
木
簡
以
外
の
文
字
資
料
と
し
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
九
瓦
に
和
歌
が
線

旧
境
内

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
南
区
壬
生
通
八
条
下
る
東
寺
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
六
月
―
二
〇
〇
二
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
∽
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
崎
　
仲

。
高
橋
　
潔

。
近
藤
知
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
東
寺

（教
王
護
国
寺
）
の
北
側
隣
接
地
で
、
平
安
京
の
条
坊
で
い

う
と
左
京
九
条

一
坊
十
町
に
あ
た
り
、
東
寺
の
旧
境
内
地
で
も
あ
る
。
調
査
は

校
舎
の
建
て
替
え
に
伴
う
も
の

で
、
約
三
人
Ｏ
Ｏ
ポ
に
つ
い
て

＞

実
施
し
た
。
検
出
し
た
遺
構
は
、

南

平
安
時
代
中
期
か
ら
後
期
、
室

練

町
時
代
、
江
戸
時
代
の
大
き
く

一爪部
　
二
時
期
に
分
か
れ
る
。

肺
　

平
安
時
代
中
期
か
ら
後
期
の

郡

迫退
構
と
し
て
は
、
井
戸

・
土
坑

て

な
ど
を
検
出
し
た
が
、
数
は
少



刻
さ
れ
た
も
の
が

一
点
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
井
戸
に
混
入
し
て
い
た
も

の
で
、
焼
成
前
の
九
瓦
凸
面
に
文
字
を

ヘ
ラ
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
は

焼
成
時
に
生
じ
た
ひ
び
割
れ
が
重
な

っ
て
判
読
が
難
し
い
が
、
四
行
に
わ
た

つ

て
記
さ
れ
て
い
る
。
釈
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「何
事
も
華
と
ち
り
行

世
の
中
に

我
よ
人
よ
と
ゆ
ふ
ぞ
（か
な
き
ぜ

は

×

そ
の
ほ
か
内
面
に

「灸
」
と
墨
書

の
あ
る
土
師
器
皿

寺
」
の
刻
印
の
あ
る
瓦

（鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
）、
「左
寺
」

の
刻
印
の
あ
る
瓦

▲平
安
時
代
）
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

【丘
↑
衛
力̈
〕

①

　

「善
□
□
」

（江
戸
時
代
）、
「東

「日
」
「工
」
「中
」

ω
∞
×

牌
Φ
×

∞
　

ｏ
解
Ｐ

柾
目
の
板
材
を
用
い
た
も
の
で
下
端
の
一
部
を
欠
損
す
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
原

形
を
と
ど
め
て
い
る
。
表
面
に
人
な
と
思
わ
れ
る
墨
書
が
あ
る
。

な
お
、
木
簡
と
文
字
瓦
の
解
釈
に
あ
た
つ
て
は
東
寺
の
ご
協
力
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

側
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編

『東
寺

（教
王
護
国
寺
）
旧
境
内
』
（京
都

市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
概
報
二
〇
〇
一
十
七
、
二
〇
〇
二
年
）
（吉
崎
　
伸
）
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